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(2）四明ケ獄，高山植物園，延暦寺根本中堂，西塔，
横川，竪回浮御堂，（3）天理病院，天理参考館，石
上神宮，（4）信楽，玉桂寺，タキイ農場，近江化学
陶器株式会社，（5）理学部附属天文台生駒山太陽観
測所，原子炉実験所（大阪府熊取町〉， (6）農学部
水産学教室（舞鶴市〉，松尾寺， (7）長岡天神及び
乙訓丘陵などへの一泊旅行が実施ずみである。近
く， （8）理学部附属瀬戸臨海実験所（和歌山県白浜
町〉， (9）犬山自然公園，明治村，モンキーセンタ
ー，帥山の辺の道，石上神宮，天理参考館，崇神
天皇陵などへの一泊旅行が予定されており，さら
に秋期には，一層多数のスケジュールが計画され
ている。なお参加受付は，教養部学生掛で行なっ
ている。
胸部研教官会議の発足並びに大学
臨時措置法案に対する声明
1. 胸部研では下記の趣意書にそって5月19日全
教官を含めた教官会議を発足させ，討議が行なわ
れるようになった。
趣意書
現在迄の医学教育，研究，診療に関する体制
が含んでいる矛盾が指摘され，早急に解決され
るべき問題として提起されている事は周知の如
くである。
これらに対する自主的な改革案を提出し，討
議する場として，京都大学結核胸部疾患研究所
に暫定的に教官会議を発足させたい。
期する所は，一定の規約の下に討論が行なわ
れ，具体的な改革の為の方策が生まれる所にあ
り，これを以て直ちに従来の教授会を単に拡大
し，それに代る機能を持つものとするものでは
ない。
出来るだけ近い将来に広く全研究者を含む会
議に結実させることを期待している。
2. 大学臨時措置法案に対する教官会議の声明
政府は今延長国会に大学紛争処理の名目のも
とに「大学の運営に関する臨時措置法案」を提
出している。
この法案は現在激化している大学紛争の処理
を画一的に法のもとに規制しようとするもの
で，紛争に当って提起されている根本問題の解
決には全く触れていない。更に，表面上は紛争
処理を唱えているが，中教審答申を足場とし
て，大学の管理体制を強めるものであって，こ
れによって大学への政治権力の直接の介入が容
易に行なわれ，大学本来の存立の意義が失われ
るおそれが大である。大学問題の真の解決は，
このような法的措置によってではなく，大学自
身の自主的な改革への努力を基盤として行なわ
れるべきである。
このような観点から我々はこの法案に全面的
に反対する。
昭和44年6月6日
京都大学結核胸部疾患研究所教官会議
食糧科学研究所の現況
本研究所においては，現在，教官 ・職員 ・大学
院学生からなる幹事会（仮称〉が設けられ，大学
および本研究所の改革すべき問題点の検討が進め
られている。
今回，国会に提出された「大学の運営に関する
臨時措置法案」は，このような大学みずからの自
主的改革への努力をむしろ阻害するものであると
して，つぎの芦明が出された。
声明
今回，国会に提出された「大学の運営に関す
る臨時措置法案」は，立法的措置による紛争収
拾を目的としているが，かえって紛争を助長し，
大学の自主的改革を阻害するばかりでなく，こ
れによって大学の自治および学問の自由が重大
な脅威にさらされることは明らかである。した
がって本法案の立法化に強く反対する。かかる
意味において5月20日付の総長声明を支持する。
昭和44年6月10日
食糧科学研究所
数理解析研究所の近況
本研究所は，共同利用研究所としての特殊性か
ら審議機関である協議員会の他に，所長の諮問
機関として学外研究者を含めた運営委員会が置か
れ，それらによって運営されている現状であるが，
最近，研究員聞の意見および情報の疏通をはかる
ため，所内に研究員会議を発足させた。本研究所
は大学院生をのぞいて学部学生の教育に直接には
関与していないので紛争の渦中にはないが，この
問題および政府の大学の運営に関する臨時措置法
案に対する研究員，事務職員全体の検討集会が聞
かれ，今後と も継続することとなった。
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